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三
二

一　

は
じ
め
に

　

自
治
体
で
は
こ
れ
ま
で
、財
政
赤
字
、行
政
の
肥
大
化
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
悪
さ
と
非
効
率
さ
な
ど
様
々
な
行
政
問
題
に
直
面
し
、

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
従
来
型
行
政
改
革
に
対
し
て
は
多
く
の
論
者
に
よ
り
そ
の
問
題
点
や
限

界
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
西
尾
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
「
管
理
主
義
」
の
も
と
で
の
従
来
型
行
政
管
理
手
法
に
よ
る
従

来
型
行
政
改
革
に
は
大
き
な
限
界
が
あ
り
、
そ
う
し
た
行
政
管
理
の
発
想
に
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る

自
治
体
の
人
事
に
関
す
る
研
究
（
一
）

　
　

―

全
国
自
治
体
の
実
態
調
査
結
果
を
中
心
に

東
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公
益
文
科
大
学
教
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野

英

一

一　

は
じ
め
に

二　

自
治
体
の
人
事
に
関
す
る
全
国
自
治
体
実
態
調
査
に
つ
い
て

三　

調
査
結
果
の
集
計
と
分
析

　
一　
「
現
在
の
人
事
に
お
け
る
取
組
み
状
況
」
の
集
計
と
分
析
（
以
上
、
本
号
）

　
二　
「
人
事
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
問
題
の
認
識
」
の
集
計
と
分
析

　
三　
「
今
後
の
取
組
み
に
対
す
る
必
要
性
の
認
識
」
の
集
計
と
分
析

四　

計
量
的
な
視
点
か
ら
の
分
析
結
果

五　

調
査
結
果
に
み
る
自
治
体
の
人
事
の
現
状
と
課
題

六　

お
わ
り
に
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二

三
三

（
西
尾
勝
﹃
行
政
学
（
新
版
）﹄（
二

〇
〇
一
、
有
斐
閣
）
三
六
七
頁

）。

　

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
中
で
、
一
九
九
〇
年
代
中
盤
以
降
に
従
来
型
行
政
改
革
と
は
異
な
る
新
し
い
行
政
改
革
に
取
り
組
む
自
治
体
が
現

れ
始
め
て
き
て
い
る（
玉
村
雅
敏
「
Ｎ
Ｐ
Ｍ
と
は
何
か
」
山
内
弘
隆
・
上
山
信
一
編
﹃
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
セ
ク
タ
ー
の
経
済
・
経
営
学
﹄（
二
〇
〇
三
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）

）。
従
来
型
行
政
改
革
か
ら
新
し
い
行
政
改
革
へ
の
大
き
な
方
向

性
と
し
て
は
、「
伝
統
的
・
行
政
管
理
型
」
か
ら
「
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
型
」（
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
﹃
民
間
の
経
営
理
念
や
手
法

を
導
入
し
た
予
算
・
財
政
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
革
報
告

書
﹄（
二

〇
〇
一
））、
従
来
の
法
令
や
公
務
員
制
度
に
よ
る
「
ル
ー
ル
・
ド
ラ
イ
ブ
型
行
政
管
理
モ
デ
ル
」
か
ら
目
標
と
成
果
に
よ
る
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
ド
ラ
イ
ブ
型
機
能
管
理
モ
デ
ル
」（
宮
脇
淳
﹃
公
共
経
営
論
﹄（
二

〇
〇
三
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

）な
ど
と
論
者
に
よ
り
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
中
に
は
、
三
重
県
北

川
県
政
下
で
進
め
ら
れ
た
行
政
改
革
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（
ニ
ュ
ー･

パ
ブ
リ
ッ
ク･

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
志
向
し
た
改
革
に
取
り
組
む
自
治

体
も
現
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
小
野
英
一
「
Ｎ
Ｐ
Ｍ
を
活
か
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
分
析―

三
重
県
庁
の
「
政
策
推
進
シ
ス

テ
ム
」
を
事
例
と
し
て
」﹃
非
営
利
法
人
研
究
学
会
誌
﹄V

O
L.₁₂

（
非
営
利
法
人
研
究
学
会
）
七
五―

八
七
頁
）。
Ｎ
Ｐ
Ｍ
と
は
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
に
欧
米
諸
国
で
取
り
組
ま
れ
た
新
し
い
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
で
あ
り
、「
民
間
企
業
に
お
け
る
経
営
理
念
・
手

法
、
さ
ら
に
は
成
功
事
例
な
ど
を
可
能
な
か
ぎ
り
行
政
現
場
に
導
入
す
る
こ
と
を
通
じ
て
行
政
部
門
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
」
を
そ
の
核

心
と
す
る
も
の
で
あ
る（
大
住
莊
四
郎
﹃
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹄（
二
（
１
）

〇
一
〇
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
一
三
頁

）。

　

人
事
行
政
は
「
一
切
の
行
政
の
土
台
」、「
基
盤
行
政
」（
辻
清
明
﹃
公
務
員
制
の
研
究
﹄

（
一
九
九
一
、
東
京
大
学
出
版
会
））、「
官
の
シ
ス
テ
ム
の
核
心
は
人
事
シ
ス
テ
ム
」（
大
森
彌

﹃
官
の

シ
ス
テ
ム
﹄（
二
〇
〇

六
、
東
京
大
学
出
版
会
））と
論
者
に
よ
り
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
公
務
員
の
人
事
シ
ス
テ
ム
は
自
治
体
の
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
行
政
改
革

に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
進
展
は
、
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
見
直
し
を
迫
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
進
展
と
い
う
流
れ
に
加
え
、「
職
員
構
成
の
変
容
」、「
地
方
分
権
」
と
い
う
二
つ
の
流
れ
も

背
景
と
し
て
、
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
が
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
現
状
に
あ
る（
稲
継
裕
昭
﹃
自
治
体
の
人
事
シ
ス
テ
ム

改
革
﹄（
二
〇
〇
六
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）

）。

　
「
職
員
構
成
の
変
容
」
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
、
高
学
歴
化
、
女
性
職
員
比
率
の
上
昇
な
ど
、
自
治
体
の
職
員
構
成
の
変
容
に
よ
り
、「
古

典
的
な
人
事
施
策
」
が
破
綻
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
稲
継
裕
昭
・
前
掲
﹃
自
治

体
の
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
﹄）。「
地
方
分
権
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
以

降
に
地
方
分
権
改
革
が
進
展
し
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
に
よ
り
誕
生
し
た
民
主
党
政
権
の
下
で
は
、
地
域
主
権
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三
四

改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
二
〇
一
二
年
に
自
由
民
主
党
が
再
び
政
権
を
奪
還
し
た
が
、
今
後
の
地
方
分
権
・
地
域
主
権
改
革
の
動
向
が

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

自
治
体
の
人
事
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
法
制
度
上
は
自
主
性
・
自
律
性
が
高
く
、
独
自
の
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
を
実
施
で
き
る
素
地

が
大
き
い
。
地
方
公
務
員
制
度
の
体
系
の
根
の
部
分
に
地
方
公
務
員
法
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
法
の
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
く
ま

で
大
ま
か
な
輪
郭
で
あ
り
、
基
本
的
な
方
向
だ
け
で
あ
る
。
人
事
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
各
自
治
体
が
条
例
等
の
自
主
立
法
で
定
め
う
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
自
治
体
の
間
で
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
に
は
相
当
の
差
異
が
生
じ
て
き
て
い
る（
稲
継
裕
昭
・
前
掲
﹃
自
治
体
の
人

事
シ
ス
テ
ム
改
革
﹄
八―

九
頁
）。

「
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
進
展
」、「
職
員
構
成
の
変
容
」、「
地
方
分
権
」
と
い
っ
た
自
治
体
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
の
中
で
、
行
政
改
革
の
核
心
で
あ
る

人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
に
主
体
的
・
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
各
自
治
体
に
お
い
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
全
国
の
自
治
体
に
お
け
る
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
の
取
組
み
状
況
、
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
問
題

認
識
、
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
の
取
組
み
の
必
要
性
の
認
識
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
を
二
〇
一
〇
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
実
施
し

た
。
本
稿
は
そ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
実
態
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
体
に
お
け
る
人
事
シ
ス
テ
ム
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
問
題
点
、
課
題
、
そ
し
て
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

二　

自
治
体
の
人
事
に
関
す
る
全
国
自
治
体
実
態
調
査
に
つ
い
て

　

一　

先
行
研
究
に
つ
い
て

　

公
務
員
の
人
事
シ
ス
テ
ム
の
実
態
調
査
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
調
査
対
象
に
つ
い
て
は
人
事
シ
ス
テ
ム
の
一
部
の
み
を
対
象

と
し
て
い
た
り
、
調
査
団
体
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
の
み
な
ど
一
部
の
自
治
体
区
分
を
対
象
と
し
て
い
た
り
、
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
取

組
み
状
況
の
把
握
の
み
の
調
査
で
あ
っ
た
り
、
分
析
に
つ
い
て
は
単
純
集
計
な
ど
で
分
析
が
留
ま
っ
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
内
容
に

お
い
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
余
地
が
残
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
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新
し
い
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
の
実
態
調
査
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
山
本
清
﹃
政
府
部
門
の
業
績
主
義
人
事
管
理
﹄（
一
九
九
七
、

多
賀
出
版

）や
社
会

経
済
生
産
性
本
部
公
共
部
門
人
事
支
援
セ
ン
タ
ー
編
﹃
自
治
体
に
お
け
る
人
事
評
価
制
度
改
革
の
現
状
と
課
題
﹄（
二
〇
〇
四
、
社
会
経
済
生
産

性
本
部
生
産
性
労
働
情
報
セ

ン
タ
ー　

）が
あ
る
。
山
本
著
で
は
、
都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
を
調
査
対
象
と
し
て
「
地
方
公
務
員
の
職
場
環
境
と
勤
労
意
識
に
関
す
る
調

査
」
お
よ
び
「
地
方
公
務
員
の
人
事
管
理
に
関
す
る
調
査
」
が
行
わ
れ
、
後
者
の
中
で
「
抜
擢
人
事
」、「
自
己
申
告
」、「
自
己
評
価
」、「
ポ

ス
ト
公
募
」、「
人
事
考
課
公
開
」、「
業
績
・
能
力
給
」、「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
」、「
専
門
職
」、「
加
点
主
義
」、「
面
接
評
価
」、「
目
標
管
理
」

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
そ
し
て
「
自
己
申
告
」、「
ポ
ス
ト
公
募
」、「
専
門
職
」
に
つ
い
て
は
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
調
査
が
行
わ
れ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
施
状
況
と
一
部
の
項
目
に
つ
い
て
の
有
効
性
以
上
の
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
ま
で
は
調
査
は
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
の
み
が
調
査
対
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
政
令
都
市
以
外
の
市
町
村
は
調
査
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
が
本
調
査
と
比
較
し
た
場
合
の
差
異
と
し
て
あ
る
。

　

社
会
経
済
生
産
性
本
部
公
共
部
門
人
事
支
援
セ
ン
タ
ー
編
で
は
、
都
道
府
県
と
市
を
調
査
対
象
と
し
て
「
自
治
体
に
お
け
る
人
事
評
価

制
度
の
現
状
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
が
行
わ
れ
、
人
事
評
価
制
度
に
関
す
る
調
査
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
付
随
的
に
新
し
い
人
事

シ
ス
テ
ム
改
革
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
も
行
わ
れ
た
。
調
査
さ
れ
た
の
は
「
複
線
型
人
事
制
度
（
専
門
職
コ
ー
ス
設
定
）」、「
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
弾
力
的
な
時
間
管
理
」、「
庁
内
異
動
公
募
制
度
」、「
若
手
職
員
の
選
抜
・
抜
擢
」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
加
点
主
義
的
評
価
」、

「
希
望
降
任
制
度
」、「
異
動
申
告
制
度
（
自
己
申
告
制
度
）」、「
多
面
評
価
（
部
下
に
よ
る
上
司
評
価
）」、「
人
事
制
度
に
関
す
る
苦
情
処
理

機
関
」
の
取
組
み
の
実
施
状
況
で
あ
る
。
当
調
査
に
つ
い
て
も
、
実
施
状
況
の
調
査
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
と

こ
ろ
ま
で
は
調
査
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
本
調
査
と
比
較
し
た
場
合
の
差
異
と
し
て
あ
る
。

　

本
研
究
で
は
、
全
国
の
都
道
府
県
、
市
区
町
村
の
う
ち
三
八
八
の
自
治
体
に
対
し
て
調
査
を
行
い
、
ま
た
、
自
治
体
の
人
事
シ
ス
テ
ム

全
体
を
対
象
と
し
て
そ
の
中
の
各
個
別
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
問
い
、
さ
ら
に
取
組
み
の
実
施
状
況
の
把
握
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
対
応
し

た
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
の
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
問
題
の
認
識
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
。
そ
し
て
単
純
集
計
や
ク
ロ
ス
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六

集
計
の
み
な
ら
ず
、
相
関
分
析
や
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
、
因
子
分
析
な
ど
多
変
量
解
析
の
手
法
を
用
い
て
解
析
を
行
っ
た
。
以
上
の
点
は

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
手
薄
で
あ
っ
た
部
分
で
あ
り
、
本
研
究
に
よ
り
自
治
体
の
人
事
シ
ス
テ
ム
の
実
態
を
さ
ら
に
深
く
分
析

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

二　

自
治
体
の
人
事
に
関
す
る
全
国
自
治
体
実
態
調
査
の
概
要

　

調
査
は
全
国
の
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、
中
核
市
、
特
例
市
、
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
市
・
特
別
区
、
山
形
県
内
市
町
村
を
対
象

と
し
て
、
郵
送
配
布
・
郵
送
回
収
に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
調
査
名
は
﹃
公
務
員
の
人
事
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
調
査
﹄、

調
査
主
体
は
東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院
出
井
信
夫
研
究
室 

小
野
英
一
・
出
井
信
夫
、
実
施
時
期
は
二
〇
一
〇
年
一
一
月
か
ら
一
二
月

で
あ
る
。

　

発
送
数
、
回
収
数
お
よ
び
回
収
率
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
自
治
体
区
分
：
回
収
率
（
回
収
数
／
発
送
数
）
と
標
記
す
る
。

都
道
府
県
：
四
二
・
六
％
（
二
〇
／
四
七
）、
政
令
指
定
都
市
：
三
六
・
八
％
（
七
／
一
九
）、
中
核
市
：
四
二
・
五
％
（
一
七
／
四
〇
）、

特
例
市
：
五
一
・
二
％
（
二
一
／
四
一
）、
人
口
二
〇
万
人
以
上
の
市
（
上
記
を
除
く
）
：
四
二
・
九
％
（
六
／
一
四
）、
人
口
一
〇
万
人
以

上
の
市
（
上
記
を
除
く
）
：
四
四
・
三
％
（
七
七
／
一
七
四
）、
人
口
一
〇
万
人
未
満
の
市
（
山
形
県
内
の
一
〇
市
）
：
四
〇
・
〇
％
（
四
／

一
〇
）、
以
上
、
市
の
合
計
：
四
四
・
三
％
（
一
三
二
／
二
九
八
）、
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
特
別
区
：
二
三
・
八
％
（
五
／
二
一
）、
町
（
山

形
県
内
の
全
一
九
町
）
：
六
三
・
二
％
（
一
二
／
一
九
）、
村
（
山
形
県
内
の
全
三
村
）
：
三
三
・
三
％
（
一
／
三
）、
以
上
、
市
区
町
村
の
合

計
：
四
四
・
〇
％
（
一
五
〇
／
三
四
一
）、
自
治
体
全
体
の
合
計
：
四
三
・
八
％
（
一
七
〇
／
三
八
八
）
で
あ
る
。
本
調
査
に
お
け
る
総
数
、

発
送
数
、
発
送
率
、
回
収
数
、
回
収
率
は
〔
表―

１
〕
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
は
自
治
体
の
人
事
シ
ス
テ
ム
で
あ
り（〔
図―
１
〕

参
照　

）、
調
査
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
に
お
け
る
新
し
い
人
事
シ

ス
テ
ム
改
革
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
問
う
「
現
在
の
人
事
に
お
け
る
取
組
み
状
況
」（
問
₁
）、
各
自
治
体
に
お
け
る
従
来
型
人
事
シ
ス

テ
ム
に
対
す
る
問
題
の
認
識
に
つ
い
て
問
う
「
人
事
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
問
題
の
認
識
」（
問
₂
）、
各
自
治
体
に
お
け
る
今
後
の
新
し
い
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三
七

人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
の
取
組
み
に
対
す
る
必
要
性
の
認

識
に
つ
い
て
問
う
「
今
後
の
取
組
み
に
対
す
る
必
要
性

の
認
識
」（
問
₃
）
の
三
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
に
お
い
て
、
先
行
研
究
レ
ビ
ュ

ー
、
情
報
収
集
、
筆
者
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
作
成

し
た
一
九
の
質
問
項
目
が
あ
る
。

　

問
₁
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
の

取
組
み
状
況
に
関
す
る
以
下
の
一
九
の
質
問
項
目
が
あ

る
。「
年
齢
制
限
の
撤
廃
」、「
学
歴
制
限
の
撤
廃
」、「
終

身
雇
用
原
則
の
見
直
し
」、「
年
功
序
列
原
則
の
見
直

し
」、「
内
部
補
充
原
則
の
見
直
し
（
（
（

」、「
外
部
公
募
採

用
」、「
昇
任
試
験
」、「
昇
任
希
望
者
限
定
」、「
希
望
降

任
制
度
」、「
分
限
処
分
降
任
の
実
施
」、「
本
人
の
選
択

余
地
拡
大
」、「
組
織
内
公
募
」、「
Ｆ
Ａ
制
度
（
（
（

」、「
専
門

職
制
度
」、「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」、「
部
下
に
よ
る

人
事
評
価
」、「
外
部
団
体
と
の
人
事
交
流
」、「
天
下
り

の
見
直
し
」、「
特
別
職
ポ
ス
ト
へ
の
置
換
え
」
の
質
問

項
目
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、「
実
施
も
検
討
も

し
て
い
な
い
」、「
検
討
し
て
い
る
」、「
予
定
し
て
い

　〔表―1〕　公務員の人事システムに関する調査

総数 発送数 発送率 回収数 回収率

都道府県 47 47 100.0% 20 42.6%

市

政令指定都市 19 19 100.0% 7 36.8%

中核市 40 40 100.0% 17 42.5%

特例市 41 41 100.0% 21 51.2%

人口 20 万人以上（上記を除く） 14 14 100.0% 6 42.9%

人口 10 万人以上（上記を除く） 174 174 100.0% 77 44.3%

人口 10 万人未満 ※ 1 498 10 2.0% 4 40.0%

市計 786 298 37.9% 132 44.3%

特別区（人口 10 万人以上） ※ 2 21 21 100.0% 5 23.8%

町 ※ 3 757 19 2.5% 12 63.2%

村 ※ 4 184 3 1.6% 1 33.3%

市区町村計 1,748 341 19.5% 150 44.0%

総計 1,795 388 21.6% 170 43.8%

※ 1 　山形県内の人口 10 万人未満の 10 市
※ 2　特別区は全部で 23 区あるが、このうち千代田区と中央区は人口が 10 万人未満なので、

特別区の対象数は、21 となっている
※ 3　山形県内の全 19 町
※ 4　山形県内の全 3村
※　総数および人口（法定人口）については調査時点でのもの
※　過半数の回答がない自治体については、調査の精度を維持する観点から無効として扱い、
調査から除外
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テ
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る
」、「
試
行
し
て
い
る
」、「
実
施
し
て
い
る
」
の
五
件
法
で
尋
ね
て
い
る
。

　

問
₂
に
つ
い
て
は
、
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
問
題
の
認
識
に
関
す
る
以
下
の
一
九
の
質
問
項
目
が
あ
る
。「
年
齢
制
限
の
問

題
」、「
学
歴
制
限
の
問
題
」、「
終
身
雇
用
原
則
の
問
題
」、「
年
功
序
列
原
則
の
問
題
」、「
内
部
補
充
原
則
の
問
題
」、「
外
部
公
募
採
用
な

し
の
問
題
」、「
昇
任
試
験
な
し
の
問
題
」、「
昇
任
希
望
者
限
定
な
し
の
問
題
」、「
希
望
降
任
制
度
な
し
の
問
題
」、「
分
限
処
分
降
任
な
し

の
問
題
」、「
本
人
の
選
択
余
地
不
十
分
の
問
題
」、「
組
織
内
公
募
な
し
の
問
題
」、「
Ｆ
Ａ
制
度
な
し
の
問
題
」、「
専
門
職
制
度
な
し
の
問

題
」、「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
な
し
の
問
題
」、「
部
下
に
よ
る
人
事
評
価
な
し
の
問
題
」、「
外
部
団
体
と
の
人
事
交
流
な
し
の
問
題
」、「
天

下
り
の
問
題
」、「
特
別
職
ポ
ス
ト
へ
の
置
換
え
な
し
の
問
題
」
の
質
問
項
目
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、「
問
題
は
な
い
」、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」、「
問
題
が
あ
る
」
の
五
件
法
で
尋
ね
て

い
る
。

　

問
₃
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
新
し
い
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
の
取
組
み
に
対
す
る
必
要
性
の
認
識
に
関
す
る
一
九
の
質
問
項
目
が
あ
る
。

質
問
項
目
に
つ
い
て
は
問
₁
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、「
必
要
で
な
い
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」、「
ど
ち
ら

と
も
言
え
な
い
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」、「
必
要
で
あ
る
」
の
五
件
法
で
尋
ね
て
い
る
。

　

本
調
査
の
留
意
事
項
と
し
て
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
本
調
査
に
お
い
て
は
、
自
治
体
に
お
け
る
一
般
の
地
方
公
務
員
の

人
事
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
と
い
う
目
的
か
ら
、
首
長
部
局
の
一
般
行
政
職
の
正
職
員
に
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
。
第
二
に
、

基
本
的
に
各
自
治
体
と
し
て
の
回
答
を
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
周
囲
で
の
一
般
的
な
合
意
が
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
担
当
者
の
見
解
を
回

答
と
し
て
得
て
い
る
。
第
三
に
、
本
調
査
は
、
公
務
員
の
人
事
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
様
々
な
点
に
つ
い
て
自
治
体
全
体
と
し
て
の
状
況
、

あ
る
い
は
自
治
体
区
分
別
の
状
況
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
り
、
個
別
の
自
治
体
の
取
組
み
に
つ
い
て
評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
。
調
査
へ

の
回
答
に
お
い
て
も
個
別
の
自
治
体
名
を
出
さ
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
第
四
に
、
用
語
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
の
人
事
担
当
課

レ
ベ
ル
で
の
認
識
を
前
提
と
し
、
最
新
の
取
組
み
で
あ
る
た
め
概
念
の
普
及
が
未
だ
不
十
分
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
も
の
、
あ
る
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四
〇

　〔表―2〕　現在の人事における取組み状況（問 1）
実施も検討
もしていない

検討し
ている

予定し
ている

試行し
ている

実施し
ている

年齢制限の撤廃
（Ｎ＝ 168）

147 9 0 1 11

87.5% 5.4% 0.0% 0.6% 6.5%

学歴制限の撤廃
（Ｎ＝ 166）

72 0 0 7 87

43.4% 0.0% 0.0% 4.2% 52.4%

終身雇用原則の見直し
（Ｎ＝ 167）

158 7 0 0 2

94.6% 4.2% 0.0% 0.0% 1.2%

年功序列原則の見直し
（Ｎ＝ 165）

42 35 2 6 80

25.5% 21.2% 1.2% 3.6% 48.5%

内部補充原則の見直し
（Ｎ＝ 166）

154 6 0 0 6

92.8% 3.6% 0.0% 0.0% 3.6%

外部公募採用
（Ｎ＝ 165）

110 11 2 0 42

66.7% 6.7% 1.2% 0.0% 25.5%

昇任試験
（Ｎ＝ 169）

84 29 0 1 55

49.7% 17.2% 0.0% 0.6% 32.5%

昇任希望者限定
（Ｎ＝ 168）

104 18 1 5 40

61.9% 10.7% 0.6% 3.0% 23.8%

希望降任制度
（Ｎ＝ 169）

40 33 3 3 90

23.7% 19.5% 1.8% 1.8% 53.3%

分限処分降任の実施
（Ｎ＝ 169）

32 41 6 0 90

18.9% 24.3% 3.6% 0.0% 53.3%

本人の選択余地拡大
（Ｎ＝ 168）

73 32 1 2 60

43.5% 19.0% 0.6% 1.2% 35.7%

組織内公募
（Ｎ＝ 169）

91 13 1 5 59

53.8% 7.7% 0.6% 3.0% 34.9%

ＦＡ制度
（Ｎ＝ 168）

140 12 1 0 15

83.3% 7.1% 0.6% 0.0% 8.9%

専門職制度
（Ｎ＝ 167）

88 37 2 2 38

52.7% 22.2% 1.2% 1.2% 22.8%

上司による人事評価
（Ｎ＝ 169）

7 18 7 16 121

4.1% 10.7% 4.1% 9.5% 71.6%
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四
一

い
は
概
念
を
明
確
に
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
も
の
な
ど
、
自
治
体
の
人
事
担
当
課
レ
ベ
ル
で
も
な
お
、

解
説
、
定
義
が
必
要
な
も
の
に
限
定
し
て
解
説
、
定
義
を
行
っ
た
。
ゆ
え
に
特
に
解
説
、
定
義
を
行
っ

て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
の
人
事
担
当
課
に
お
け
る
一
般
的
な
通
念
上
の
概
念
と
し
て
把

握
さ
れ
る
。

　

な
お
、
本
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
調
査
報
告
書
﹃
自
治
体
人
事
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
態
分
析

―
―

全
国
自
治
体
実
態
調
査
の
概
要
﹄
に
ま
と
め
て
い
る
。
結
果
詳
細
に
つ
い
て
は
出
井
信
夫
研
究
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い（http://m

ikkojuku.com
/

ideikenkyushitsu/

）。

三　

調
査
結
果
の
集
計
と
分
析

　

一　
「
現
在
の
人
事
に
お
け
る
取
組
み
状
況
」
の
集
計
と
分
析

　

本
章
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
、
問
₁
か
ら
問
₃
ま
で
の
各
項
目
ご
と
に
、
全

体
の
状
況
と
自
治
体
区
分
別
の
状
況
を
ま
と
め
る
。

　

本
節
で
は
、
各
自
治
体
に
お
け
る
新
し
い
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
の
問
で
あ

る
「
現
在
の
人
事
に
お
け
る
取
組
み
状
況
」（
問
₁
）
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

　

は
じ
め
に
問
₁
の
集
計
結
果
全
体
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
問
₁
の
集
計
結
果
の
全
体
に
つ
い
て
は
、

〔
表―

２
〕
お
よ
び
〔
図―

２
〕
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
実
施
し
て
い
る
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
学
歴
制
限
の
撤
廃
」（
五
二
・
四
％
）、「
年
功
序

列
原
則
の
見
直
し
」（
四
八
・
五
％
）、「
希
望
降
任
制
度
」（
五
三
・
三
％
）、「
分
限
処
分
降
任
の
実
施
」（
五

三
・
三
％
）、「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」（
七
一
・
六
％
）、「
外
部
団
体
と
の
人
事
交
流
」（
四
五
・
六
％
）

部下による人事評価
（Ｎ＝ 170）

101 46 2 7 14

59.4% 27.1% 1.2% 4.1% 8.2%

外部団体との人事交流
（Ｎ＝ 169）

67 19 4 2 77

39.6% 11.2% 2.4% 1.2% 45.6%

天下りの見直し
（Ｎ＝ 162）

124 13 0 0 25

76.5% 8.0% 0.0% 0.0% 15.4%

特別職ポストへの置換え
（Ｎ＝ 167）

163 1 0 1 2

97.6% 0.6% 0.0% 0.6% 1.2%
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治
体
の
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事
に
関
す
る
研
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（
一
）
一
一

四
二

年齢制限の撤廃

学歴制限の撤廃

終身雇用原則の見直し

年功序列原則の見直し

内部補充原則の見直し

外部公募採用

昇任試験

昇任希望者限定

希望降任制度

分限処分降任の実施

本人の選択余地拡大

組織内公募

ＦＡ制度

専門職制度

上司による人事評価

部下による人事評価

外部団体との人事交流

天下りの見直し

特別職ポストへの置換え

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している
試行している
予定している
検討している
実施も検討もしていない

　〔図―2〕　現在の人事における取組み状況（問 1）
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自
治
体
の
人
事
に
関
す
る
研
究
（
一
）
一
二

四
三

で
あ
る
。「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
年
齢
制
限
の
撤
廃
」（
八
七
・
五
％
）、「
終
身
雇
用
原
則
の
見

直
し
」（
九
四
・
六
％
）、「
内
部
補
充
原
則
の
見
直
し
」（
九
二
・
八
％
）、「
外
部
公
募
採
用
」（
六
六
・
七
％
）、「
昇
任
試
験
」（
四
九
・
七
％
）、

「
昇
任
希
望
者
限
定
」（
六
一
・
九
％
）、「
本
人
の
選
択
余
地
拡
大
」（
四
三
・
五
％
）、「
組
織
内
公
募
」（
五
三
・
八
％
）、「
Ｆ
Ａ
制
度
」（
八

三
・
三
％
）、「
専
門
職
制
度
」（
五
二
・
七
％
）、「
部
下
に
よ
る
人
事
評
価
」（
五
九
・
四
％
）、「
天
下
り
の
見
直
し
」（
七
六
・
五
％
）、「
特

別
職
ポ
ス
ト
へ
の
置
換
え
」（
九
七
・
六
％
）
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
「
年
齢
制
限
の
撤
廃
」
お
よ
び
「
学
歴
制
限
の
撤
廃
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
公
務
員
の
人
事
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
重
要

な
位
置
付
け
に
あ
る
採
用
に
お
い
て
、
先
例
踏
襲
、
管
理
主
義
な
ど
の
従
来
型
の
行
政
管
理
に
捕
ら
わ
れ
、
人
的
資
源
管
理
、
人
事
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
発
想
で
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
点
が
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
り（
稲
継
裕
昭
﹃
プ
ロ
公
務
員
を
育
て
る
人
事
戦
略

―

職
員
採
用
・
人
事
異
動
・
職
員
研
修
・
人
事

評
価
﹄（
二
〇
〇
八
、

ぎ
ょ
う
せ
い
）　

）、
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
全
体
の
観
点
か
ら
も
採
用
の
改
革
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
採
用
試
験

に
お
け
る
年
齢
・
学
歴
制
限
を
撤
廃
す
る
改
革
が
あ
り
、
既
存
の
閉
鎖
型
任
用
制
（
（
（

の
も
と
で
、
採
用
の
入
口
を
よ
り
広
い
年
齢
層
・
学
歴

層
に
も
開
く
こ
と
に
つ
な
が
り
、
様
々
な
経
験
・
知
識
・
技
術
を
有
し
た
人
材
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
様
々
な
年
齢
層
・

学
歴
層
に
も
広
く
行
政
機
関
へ
の
就
職
へ
の
機
会
を
与
え
、
さ
ら
に
は
本
人
の
能
力
に
よ
っ
て
任
用
を
行
う
と
い
っ
た
能
力
主
義
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
実
態
調
査
の
結
果
、「
年
齢
制
限
の
撤
廃
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
も
検
討
も
し

て
い
な
い
」
が
八
七
・
五
％
で
極
め
て
多
数
と
な
っ
て
い
る
。
千
葉
県
市
川
市
で
二
〇
〇
三
年
実
施
の
職
員
採
用
試
験
に
お
い
て
全
国
の

自
治
体
に
先
駆
け
て
年
齢
制
限
の
撤
廃
が
行
わ
れ
て
以
来
、
自
治
体
に
お
い
て
取
り
組
み
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
実
施
は

少
数
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

　

市
川
市
で
実
施
さ
れ
た
職
員
採
用
試
験
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
〔
表―
３
〕
の
と
お
り
で
あ
る
。
市
川
市
に
お
け
る
職
員
採
用
試
験

で
は
、「
年
齢
・
学
歴
制
限
撤
廃
」
は
、
通
常
の
年
齢
・
学
歴
制
限
の
区
分
の
他
に
例
外
的
な
位
置
付
け
で
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は

な
く
、
基
本
的
な
試
験
と
し
て
同
等
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ま
た
、
実
際
の
試
験
結
果
に
お
い
て
も
「
年
齢
・
学
歴
制
限
撤
廃
」
と
通
常
の
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治
体
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（
一
）
一
三

四
四

年
齢
・
学
歴
制
限
の
区
分
は
概
ね
同
様
の
結
果
で
あ
り
、「
年
齢
・
学
歴
制
限
撤

廃
」
が
、
通
常
の
年
齢
・
学
歴
制
限
の
区
分
に
比
べ
て
特
に
困
難
で
特
殊
な
試
験

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　
「
学
歴
制
限
の
撤
廃
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
し
て
い
る
」
が
五
二
・
四
％
、「
実

施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
四
三
・
四
％
で
あ
り
、「
実
施
し
て
い
る
」
が
上

回
っ
て
い
る
。「
年
齢
制
限
」
と
「
学
歴
制
限
」
と
い
う
二
つ
の
従
来
の
採
用
試

験
の
制
限
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
比
較
し
た
場
合
、「
年
齢
制
限
」
よ
り
も
「
学

歴
制
限
」
の
方
が
実
施
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
従
来
型
人
事
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、「
学
歴
」
よ
り
も
「
年
齢
」
の
要
素
の
方
が
硬
直
性
が
高

く
、
変
革
が
よ
り
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し

て
、
年
齢
に
関
し
て
は
、
年
功
序
列
に
よ
る
人
事
・
給
与
と
い
う
従
来
型
人
事
シ

ス
テ
ム
の
柱
に
直
結
し
て
い
る
た
め
、
硬
直
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

自
治
体
区
分
別
の
特
徴
も
あ
り
、
自
治
体
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
実
施
し
て
い
る
割

合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
終
身
雇
用
原
則
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」

が
九
四
・
六
％
で
あ
り
、
極
め
て
多
数
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
実
施
も
検
討
も

し
て
い
な
い
」
の
九
四
・
六
％
と
い
う
極
め
て
高
い
数
字
は
、
後
述
す
る
問
題
の

認
識
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
終
身
雇
用
原
則
」
が
従
来
型
人
事

シ
ス
テ
ム
の
柱
で
あ
る
た
め
そ
の
見
直
し
は
壁
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

　〔表―3〕　市川市 平成 22 年度職員採用試験実施状況

募集職種 募集人数 応募者数 受験者数
（a）

一次
合格者

合格者
（b）

合格率
（b／ a）

一般

行政職

1
年齢・学歴
制限撤廃

事務 10 名程度 1,207 名 1,025 名 118 名 7 名 0.68%

土木 2名程度 76 名 64 名 27 名 2 名 3.13%

建築 2名程度 56 名 46 名 24 名 2 名 4.35%

2
大学卒業
　

事務 10 名程度 1,065 名 943 名 338 名 13 名 1.38%

土木 3名程度 55 名 44 名 34 名 3 名 6.82%

建築 2名程度 34 名 32 名 20 名 2 名 6.25%

計 29 名程度 2,493 名 2,154 名 561 名 29 名 1.35%

一般任期付職員
（経済対策担当理事） 1名 16 名 － 7名 1名 6.25%

　※　一般行政職の 1次試験合格者は繰り上げ合格者を含む
　※　一般任期付職員の合格率は合格者数／応募者数で算出
　（出典）　市川市『平成 22 年度職員採用試験実施状況』（2010 年）をもとに筆者一部加筆
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一
四

四
五

る
。
ま
た
そ
の
他
の
要
因
と
し
て
、
地
方
公
務
員
法
上
の
身
分
保
障
の
制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。「
終
身
雇
用
原
則
の

見
直
し
」
を
実
際
に
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
例
え
ば
国
の
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
に
見
ら
れ
る
ア
ッ
プ
・
オ
ア
・
ア
ウ
ト
・
ル
ー
ル

の
慣
行
化
の
よ
う
な
運
用
レ
ベ
ル
で
の
工
夫
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
実
施
は
容
易
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
「
年
功
序
列
原
則
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
し
て
い
る
」
が
四
八
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
実
施
し
て
い
な
い
も
の

の
「
検
討
し
て
い
る
」
と
い
う
自
治
体
も
二
一
・
二
％
あ
る
。「
年
功
序
列
原
則
」
が
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
の
柱
で
あ
る
と
い
う
点
を

踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
見
直
し
を
「
実
施
し
て
い
る
」
が
四
八
・
五
％
、「
検
討
し
て
い
る
」
が
二
一
・
二
％
と
い
う
こ
と
は
意
味
が
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
。「
年
功
序
列
原
則
」
に
は
適
材
適
所
の
人
事
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
観
点
か
ら
問
題
点
も
大
き
く
、
従
来
型

人
事
シ
ス
テ
ム
の
柱
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
改
革
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
内
部
補
充
原
則
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
九
二
・
八
％
で
、
極
め
て
多
数
と
な
っ
て
い
る
。「
実

施
し
て
い
る
」
は
三
・
六
％
と
極
め
て
少
数
で
あ
る
。「
終
身
雇
用
原
則
の
見
直
し
」
の
結
果
と
と
も
に
踏
ま
え
れ
ば
、
従
来
型
人
事
シ

ス
テ
ム
の
基
盤
で
あ
る
「
閉
鎖
型
任
用
制
」
を
構
成
す
る
基
本
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
内
部
補
充
原
則
」
お
よ
び
「
終
身
雇
用
原
則
」
に

お
い
て
「
見
直
し
」
を
「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
極
め
て
多
数
と
な
っ
て
お
り
、「
閉
鎖
型
任
用
制
」
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
内
部
補
充
原
則
」
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
ト
に
空
き
が
出
た
場
合
に
組
織
内
外
か
ら
広
く
適
任
者
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ず
内
部
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
人
材
確
保
や
適
材
適
所
の
人
事
と
い
っ
た
観
点
か
ら
問
題
が
生
じ
る
た

め
、「
内
部
補
充
原
則
の
見
直
し
」
を
「
実
施
し
て
い
る
」
が
三
・
六
％
と
極
め
て
少
数
で
あ
る
実
態
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
「
外
部
公
募
採
用
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
六
六
・
七
％
で
、
多
数
と
な
っ
て
い
る
。「
実
施
し
て
い
る
」

は
二
五
・
五
％
で
あ
る
。
上
記
の
調
査
結
果
も
踏
ま
え
れ
ば
、「
終
身
雇
用
原
則
」、「
内
部
補
充
原
則
」
と
い
っ
た
「
閉
鎖
型
任
用
制
」



（
第
89
巻　

第
十
一
号
）

論　

説　
　

自
治
体
の
人
事
に
関
す
る
研
究
（
一
）
一
五

四
六

の
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
は
基
本
と
し
て
は
堅
持
し
つ
つ
も
、「
開
放
型
任
用
制
（
（
（

」
の
要
素
を
持
つ
「
外
部
公
募
採
用
」
を
部
分
的
に
取

り
入
れ
る
取
組
み
も
あ
る
程
度
の
割
合
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
き
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。

　

二
〇
〇
二
年
に
「
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
任
期
付
職

員
法
」
と
い
う

）が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

「
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
又
は
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
」（
特
定
任
期
付
職
員
、
任
期

付
職
員
法
第
三
条
第
一
項
）、「
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
す
る
者
」（
一
般
任
期
付
職

員
、
任
期
付
職

員
法
第
三

条
第
二
項
）を
任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
の
任
用
の
ハ
ー
ド
ル
が
よ
り
下
が
り
、
外
部
か

ら
の
任
用
も
選
択
肢
と
し
て
入
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
制
度
上
の
要
因
と
し
て
大
き
い
。

　

こ
の
任
期
付
職
員
制
度
に
つ
い
て
の
全
国
実
態
調
査
が
総
務
省
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。〔
表―

４
〕
お
よ
び
〔
表―

５
〕
の
と
お
り

で
あ
る
。「
任
期
付
職
員
法
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
く
採
用
を
行
う
た
め
の
規
定
」
に
つ
い
て
の
条
例
の
制
定
率
に
つ
い
て
は
、
自
治
体

全
体
で
一
八
・
九
％
、
都
道
府
県
が
九
七
・
九
％
、
政
令
指
定
都
市
が
九
四
・
七
％
、
市
区
町
村
が
一
五
・
九
％
で
あ
っ
た
。
自
治
体
区

分
別
の
傾
向
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
自
治
体
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
条
例
制
定
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
市
区
町
村
の
制
定

率
は
一
五
・
九
％
、「
条
例
化
の
予
定
な
し
」
が
一
、
三
一
六
と
な
っ
て
お
り
、
大
半
の
市
町
村
で
制
定
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
「
任
期
付
職
員
法
第
三
条
第
二
項
に
基
づ
く
採
用
を
行
う
た
め
の
規
定
」
に
つ
い
て
の
条
例
の
制
定
率
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
全
体
で

二
二
・
二
％
、
都
道
府
県
が
一
〇
〇
・
〇
％
、
政
令
指
定
都
市
も
一
〇
〇
・
〇
％
、
市
区
町
村
が
一
九
・
二
％
で
あ
っ
た
。「
任
期
付
職

員
法
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
く
採
用
を
行
う
た
め
の
規
定
」
よ
り
も
条
例
制
定
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
第
一
項
の
「
高
度
の

専
門
的
な
知
識
経
験
又
は
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
」
で
あ
る
「
特
定
任
期
付
職
員
」
よ
り
も
第
二
項
の
「
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
す

る
者
」
で
あ
る
「
一
般
任
期
付
職
員
」
の
方
が
よ
り
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。「
任
期
付
職
員
法
第
三
条
第
一
項
に
基
づ

く
採
用
を
行
う
た
め
の
規
定
」
と
同
様
に
自
治
体
区
分
別
の
傾
向
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
自
治
体
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
条
例
制
定
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
市
区
町
村
の
制
定
率
は
一
九
・
二
％
、「
条
例
化
の
予
定
な
し
」
が
一
、
二
四
八
と
な
っ
て
お
り
、「
任

期
付
職
員
法
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
く
採
用
を
行
う
た
め
の
規
定
」
と
同
様
に
大
半
の
市
町
村
で
制
定
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
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「
任
期
付
職
員
の
採
用
区
分
別
・
団
体
区
分
別
採
用
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
全
体
で
一
三
・
〇
％
、
都
道
府
県
が
八
〇
・
九
％
、

政
令
指
定
都
市
は
七
三
・
七
％
、
市
区
町
村
が
一
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
自
治
体
区
分
別
の
傾
向
が
は
っ
き
り
し

て
お
り
、
自
治
体
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
任
期
付
職
員
の
採
用
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
採
用
状
況
に
お
い
て
も
特
に
市
町
村
で
進

ん
で
い
な
い
状
況
が
分
か
る
。

　

外
部
公
募
制
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
の
が
町
田
市
で
あ
る
。
町
田
市
で
は
近
年
、
積
極
的
に
任
期
付
職
員
法
を
活
用
し
て
広
報
広
聴

　〔表―4〕　任期付職員法に基づく条例の団体区分別制定状況
（任期付職員法第 3条第 1項に基づく採用を行うための規定）

区分 制定済団体数 条例制定に　
向けて検討中

条例化の
予定なし制定率

都道府県 46 97.9% 0 1

政令指定都市 18 94.7% 0 1

市区町村 275 15.9% 140 1,316

計 339 18.9% 140 1,318

（任期付職員法第 3条第 2項に基づく採用を行うための規定）

区分 制定済団体数 条例制定に　
向けて検討中

条例化の
予定なし制定率

都道府県 47 100.0% 0 0

政令指定都市 19 100.0% 0 0

市区町村 333 19.2% 150 1,248

計 399 22.2% 150 1,248

　〔表―5〕　任期付職員の採用区分別・団体区分別採用状
	 況

区分 採用団体数 特定任期付
職員採用数

一般任期付
職員採用数採用

実施率

都道府県 38 80.9% 61 188

政令指定都市 14 73.7% 18 32

市区町村 181 10.5% 48 298

計 233 13.0% 127 518

（注）
・「制定率」は、制定済団体数の全団体数（都道府県 47、政令指定
都市 19、市区町村 1,731、計 1,797）に対する割合である

・「採用実施率」は、採用団体数の全団体数（都道府県 47、政令指
定都市 19、市区町村 1,731、計 1,797）に対する割合である

　（2010 年 4 月 1 日時点）
（出典）　中條堅一郎「地方公共団体における任期付採用制度の運用

状況に関する調査結果について」総務省自治行政局公務員課
編「地方公務員月報」第 567 号（2010、総務省自治行政局）
65-79 頁
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担
当
部
長
、
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
部
長
、
法
務
担
当
の
課
長
職
、
広
報
担
当
部
長
と
い
っ
た
幹
部
ポ
ス
ト
を
任
期
付
職
員
と
し
て
外
部
公

募
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
他
、
市
川
市
に
お
け
る
経
済
対
策
担
当
理
事
、
大
阪
府
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
改
革
監
、
茨
城
県
に
お
け
る
資
金
管
理

官
、
足
立
区
に
お
け
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
課
長
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
担
当
係
長
な
ど
、「
外
部
公
募
採
用
」
に
つ
い
て
は
、

各
自
治
体
で
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
政
策
テ
ー
マ
に
対
応
し
な
が
ら
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
。

　

外
部
公
募
制
の
導
入
に
よ
り
、
外
部
か
ら
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
職
員
を
獲
得
で
き
る
こ
と
、
外
部
公
募
に
よ
り
競
争
原

理
、
市
場
原
理
が
働
く
こ
と
、
民
間
等
の
外
部
か
ら
の
職
員
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
既
存
職
員
に
刺
激
が
与
え
ら
れ
、
組
織
や
人
材
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
六
六
・
七
％
で
、
多
数

と
な
っ
て
い
る
実
態
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
自
治
体
区
分
別
の
特
徴
も
あ
り
、
自
治
体
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
実
施
し
て

い
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
昇
任
試
験
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
四
九
・
七
％
と
約
半
数
で
、「
実
施
し
て
い
る
」
は
三
二
・
五
％
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
公
務
員
の
人
事
シ
ス
テ
ム
が
閉
鎖
型
任
用
制
を
採
っ
て
い
る
た
め
、「
昇
進
可
能
性
」
が
職
員
に
極
め
て
大
き
な

「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
を
供
与
し
て
お
り（
稲
継
裕
昭
﹃
人
事
・
給
与
と
地
方
自
治
﹄（
二

〇
〇
〇
、
東
洋
経
済
新
報
社
）
一
〇
六
頁

）、
昇
任
選
抜
を
い
か
に
す
る
か
は
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
大

き
な
問
題
で
あ
り
、「
昇
任
試
験
」
の
実
施
は
重
要
で
あ
る
。
地
方
公
務
員
法
上
、
人
事
委
員
会
が
必
置
で
あ
る
県
と
政
令
指
定
都
市
に

つ
い
て
は
昇
任
は
競
争
試
験
に
よ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
例
外
的
に
選
考
に
よ
る
昇
任
を
認
め
る
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い
る
（
（
（

。
し
か

し
な
が
ら
都
道
府
県
の
八
四
・
二
％
が
法
制
度
の
趣
旨
に
反
し
て
「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
反
対
に
政

令
指
定
都
市
は
七
一
・
四
％
が
「
実
施
し
て
い
る
」
で
あ
り
、
結
果
は
分
か
れ
た
。
法
制
度
の
趣
旨
と
運
用
実
態
の
か
い
離
と
い
う
問
題

が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
有
馬
晋
作
は
、
こ
の
よ
う
に
自
治
体
の
多
く
で
昇
任
試
験
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
実
態
に
つ
い
て
、
以
下
の
要
因
で
変
化
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（
有
馬
晋
作
「
機
関
」
橋
本
行
史
編
﹃
現
代
地
方
自
治

論
﹄（
二
〇
一
〇
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
一
七
七
頁

）。
そ
の
要
因
と
は
、
第
一
に
、「
職
員
の
高
学
歴
化
・
意
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識
変
化
に
よ
る
実
力
・
能
力
主
義
重
視
の
高
ま
り
」、
第
二
に
、「
地
方
分
権
の
進
展
と
地
方
行
政
の
複
雑
多
様
化
」、
第
三
に
、「
厳
し
い

財
政
状
況
を
反
映
し
住
民
の
自
治
体
職
員
に
対
す
る
目
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
」
で
あ
る
。
今
後
の
変
化
に
も
留
意
が
必
要
で
あ

る
。

　
「
昇
任
希
望
者
限
定
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
六
一
・
七
％
と
最
も
多
く
、「
実
施
し
て
い
る
」
は
二
三
・

八
％
で
あ
る
。「
昇
任
希
望
者
限
定
」
を
「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
場
合
、「
本
人
の
希
望
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
」
あ
る
い
は
「
本

人
の
希
望
に
反
し
て
」
昇
任
し
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
が
避
け
ら
れ
ず
、
明
ら
か
に
適
材
適
所
の
人
事
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
人

事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
年
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
、
金
銭
の
収
入
や
威
信
な
ど
の

昇
任
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
低
下
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、「
昇
任
忌
避
傾
向
」
や
「
昇
任
し
た
く
な
い
症
候
群
」
が
増
え
て
き
て
い

る（
稲
継
裕
昭
﹃
プ
ロ
公
務
員
を
育
て
る
人
事
戦
略PA

R
T₂ ―

昇
進
制
度
・

O
JT

・
給
与
・
非
常
勤
職
員
﹄（
二
〇
一
一
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）
二
七―

三
一
頁
）と
い
っ
た
状
況
も
あ
る
。
そ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
れ
ば
「
昇
任
希
望
者
限
定
」

を
実
施
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
当
調
査
結
果
は
留
意
す
べ
き
結
果
で
あ
る
。

　
「
希
望
降
任
制
度
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
し
て
い
る
」
が
五
三
・
三
％
で
あ
り
、
多
数
と
な
っ
て
い
る
。「
希
望
降
任
制
度
」
に
つ
い

て
は
、
一
九
九
八
年
度
に
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
枚
方
市
で
実
施
さ
れ
て
以
降
、
職
員
本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
組
織
に
お
け
る
適

材
適
所
の
人
事
の
両
方
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
分
限
処
分
に
よ
る
降
任
の
実
施
が
、
現
実
的
な
実
態
と
し
て
困
難
で
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
、
自
治
体
で
導
入
が
進
ん
で
き
て
い
る
ト
レ
ン
ド
が
あ
る
が
、
確
か
な
実
態
と
し
て
、「
希
望
降
任

制
度
」
が
多
く
の
自
治
体
で
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。「
降
任
」
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
公
務
員
の
人
事
シ
ス
テ
ム
が
閉
鎖

型
任
用
制
を
採
っ
て
い
る
た
め
、
職
員
に
極
め
て
大
き
な
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」（
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
）
を
供
与
す
る
。
そ
も
そ
も
上
位
の
職

位
を
望
ま
ず
に
下
位
の
職
位
を
望
み
、
上
位
の
職
位
で
の
勤
務
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
い
る
職
員
を
そ
の
ま
ま
上
位
の

職
位
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
は
明
ら
か
に
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
よ
っ
て
こ
う
し
た
自
治
体
の
ト
レ
ン
ド
は
意
義
が
大
き
い
。
自
治
体

区
分
別
の
特
徴
も
あ
り
、
自
治
体
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
実
施
し
て
い
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
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「
分
限
処
分
降
任
の
実
施
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
し
て
い
る
」
が
五
三
・

三
％
と
約
半
数
と
な
っ
て
い
る
。
分
限
処
分
に
よ
る
降
任
に
つ
い
て
は
、
公

務
の
能
率
の
維
持
お
よ
び
そ
の
適
正
な
運
営
の
確
保
の
目
的
に
よ
り
地
方
公

務
員
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
法
律
上
の
制
度
で
あ
る
（
（
（

。
こ
の
よ
う
に
法
制
度

と
し
て
は
あ
る
も
の
の
、
積
極
的
に
制
度
が
活
用
さ
れ
ず
に
実
態
と
し
て
は

休
眠
と
も
言
わ
れ
る
状
況
に
あ
る
が
、「
必
要
が
あ
る
場
合
、
分
限
処
分
に

よ
る
降
任
を
実
施
す
る
」
と
い
う
基
本
的
な
実
施
方
針
は
大
半
が
持
っ
て
い

る
と
い
う
状
況
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
制
度
を
運
用
、
実
施
し
て
い

く
と
い
う
段
階
で
は
、
大
森
彌（﹃
官
の
シ
ス
テ
ム
﹄（
二
〇

〇
六
、
東
京
大
学
出
版
会
））が
指
摘
す
る
よ
う
に

積
極
的
・
活
発
に
制
度
を
活
用
す
る
と
い
う
状
況
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
デ
ー
タ
に
も
現
れ
て
お
り
、
総
務
省
が
実
施
し
た
、
都
道
府

県
、
政
令
指
定
都
市
、
市
、
特
別
区
、
町
村
お
よ
び
一
部
事
務
組
合
等
の
事

務
に
従
事
し
て
い
る
一
般
職
に
属
す
る
す
べ
て
の
職
員
を
対
象
と
し
た
二
〇

〇
九
年
度
の
分
限
処
分
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
は
〔
表―

６
〕

の
と
お
り
で
あ
る（
総
務
省
﹃
平
成
二
一
年
度
に
お
け
る
地
方
公
務
員
の
懲
戒
処
分
等
の
状
況

（
平
成
二
一
年
四
月
一
日
～
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
）﹄（
二
〇
一
〇
）

）。

「
勤
務
実
績
が
良
く
な
い
場
合
」
に
よ
る
降
任
に
つ
い
て
は
三
九
人
、
免
職
に
つ
い
て
は
二
〇
人
、「
適
格
性
を
欠
く
場
合
」
に
よ
る
降
任

に
つ
い
て
は
五
〇
人
、
免
職
に
つ
い
て
は
二
九
人
で
あ
る
。
全
自
治
体
の
一
般
職
職
員
が
対
象
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
や
は
り
実

際
に
は
運
用
に
お
い
て
十
分
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
地
方
公
務
員
法
上
の
分
限
処
分
で
は
な
い
希
望
降
任
制
の
取
組
み
が
広

　〔表―6〕　分限処分者数の状況（種類別・事由別）

（単位：人）

区分 降任 免職 休職 降給 合計

勤務成績が良くない場合 39 20 － － 59

心身の故障の場合 76 29 23,510 － 23,615

職に必要な適格性を欠く場合 50 29 － － 79

職制等の改廃等により
過員等を生じた場合 0 893 － － 893

刑事事件に関し起訴された場合 － － 83 － 83

条例に定める事由による場合 － － 248 1 249

合計 165 971 23,841 1 24,978

（注）
1　同一年度中に同一の者が複数回にわたって休職処分に付された場合、そ
の者を１人として計上している。
2　2 以上の事由により分限処分に付された場合は、主たる事由により計上
している。
（出典）　総務省『平成 21 年度における地方公務員の懲戒処分等の状況（平

成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）』
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ま
っ
て
い
る
背
景
に
は
こ
う
し
た
実
態
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
分
限
処
分
実
施
の
判
断
に
お
い
て
は
客
観
性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
分
限
処
分
の
基
準
・
手
続
き
等
の
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
、
実
施
に
際
し
て
は
分
限
処
分
の
指
針
等
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
分
限
処
分
実
施
の
前
提
と

し
て
人
事
評
価
制
度
の
構
築
と
実
施
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
分
限
処
分
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
実
施
す
る
た
め
の
前

提
・
前
段
階
と
し
て
、
諸
制
度
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
必
要
な
改
革
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
分
限
処
分

に
よ
る
降
任
の
基
準
・
手
続
き
と
人
事
評
価
制
度
を
整
備
し
、
そ
の
下
で
実
際
に
分
限
処
分
に
よ
る
降
任
を
実
施
し
て
い
る
事
例
と
し

て
、
多
治
見
市
の
事
例
が
あ
る
。

　

な
お
、「
分
限
処
分
降
任
」
と
「
希
望
降
任
制
度
」
は
、
性
質
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
二
段
構
え
で
シ
ス
テ
ム
構
築
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
り
、
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、「
昇
任
」
に
関
わ
る
「
昇
任
試
験
」
お
よ
び
「
昇
任
希
望
者
限
定
」
と
、「
降
任
」
に
関
わ
る
「
希
望
降
任
制
度
」
お
よ
び

「
分
限
処
分
降
任
」
を
比
較
す
る
と
、「
昇
任
」
に
お
け
る
改
革
の
取
組
み
よ
り
も
「
降
任
」
に
お
け
る
改
革
の
取
組
み
の
方
が
進
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
本
人
の
選
択
余
地
拡
大
」
に
つ
い
て
は
「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
四
三
・
五
％
と
最
も
多
い
が
、「
実
施
し
て
い
る
」
が
三

五
・
七
％
、
ま
た
「
検
討
し
て
い
る
」
も
一
九
・
〇
％
あ
る
。
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
の
人
事
異
動
は
、
組
織
の
人
事
部
門
が
主
導
す
る

定
期
異
動
を
中
心
と
し
た
人
事
異
動
で
あ
る
「
組
織
主
導
型
異
動
」
で
あ
る
が
、
人
事
異
動
に
お
け
る
職
員
本
人
の
選
択
の
余
地
を
拡
大

し
、「
個
人
選
択
型
異
動
（
（
（

」
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
る
自
治
体
が
相
当
な
割
合
で
現
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ

し
、
こ
れ
ま
で
自
治
体
に
お
い
て
は
、
ど
の
職
員
を
異
動
さ
せ
る
か
と
い
う
異
動
の
決
定
、
ど
こ
へ
異
動
さ
せ
る
か
と
い
う
異
動
先
の
決

定
は
、
人
事
担
当
課
が
所
属
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
て
専
権
的
に
行
う
組
織
主
導
型
異
動
が
一
般
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
人
事

異
動
は
「
適
材
適
所
の
配
置
を
行
っ
て
、
個
人
の
能
力
の
活
用
と
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
同
時
に
組
織
力
を
高
め
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
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て
お
り
、
組
織
の
便
宜
だ
け
で
な
く
、
異
動
を
通
じ
て
職
員
の
自
学
を
促
し
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
た
め
、

キ
ャ
リ
ア
開
発
の
結
果
に
つ
い
て
職
員
が
納
得
で
き
る
よ
う
異
動
に
関
し
て
一
定
の
選
択
余
地
を
与
え
る
「
個
人
選
択
型
異
動
」
の
要
素

を
取
り
入
れ
た
人
事
シ
ス
テ
ム
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
点（
稲
継
裕
昭
・
前
掲
﹃
プ
ロ
公
務
員
を
育
て
る
人
事
戦
略―

職
員

採
用
・
人
事
異
動
・
職
員
研
修
・
人
事
評
価
﹄
四
二―

四
三
頁

）を
踏
ま
え
れ
ば
、「
本

人
の
選
択
余
地
拡
大
」
に
つ
い
て
は
「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
四
三
・
五
％
と
最
も
多
い
と
い
う
実
態
は
問
題
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
「
組
織
内
公
募
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
五
三
・
八
％
と
約
半
数
で
あ
り
、「
実
施
し
て
い
る
」
が
三
四
・

九
％
と
な
っ
て
い
る
。
職
員
内
部
の
人
事
異
動
で
実
施
で
き
る
た
め
、
実
施
に
い
た
る
制
度
的
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
は
な
く
、
外
部
公
募
に

比
べ
て
実
施
の
割
合
は
高
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
職
員
内
部
の
人
事
異
動
で
実
施
で
き
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
実
施
も
検
討
も

し
て
い
な
い
」
自
治
体
が
五
三
・
八
％
あ
る
の
は
多
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
組
織
主
導
型
異

動
」
を
基
本
と
し
つ
つ
も
部
分
的
に
「
個
人
選
択
型
異
動
」
の
導
入
に
取
り
組
む
自
治
体
が
相
当
な
割
合
で
現
れ
て
き
て
い
る
と
も
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
組
織
内
公
募
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
人
材
発
掘
手
段
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
こ
と
、
職

員
に
仕
事
の
選
択
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
欲
を
高
め
る
人
材
活
性
化
策
あ
る
い
は
人
材
の
組
織
内
流
動
化
を
図
る
組
織
活
性

化
策
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
職
員
の
能
力
開
発
意
欲
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
あ
り（
今
野
浩
一
郎
・
佐
藤
博
樹
﹃
人
事
管
理

入
門
﹄（
二
〇
〇
二
、
日
本
経
済
新
聞

出
版
社
）
八

九―

九
〇
頁
）、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
自
治
体
が
五
三
・
八
％
あ
る
と
い
う
実
態
は
問
題
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
自
治
体
区
分
別
の
特
徴
も
あ
り
、
自
治
体
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
実
施
し
て
い
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
Ｆ
Ａ
制
度
」
は
近
年
現
れ
た
新
し
い
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
で
あ
る
が
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
八
三
・
三
％
で
極
め
て
多

数
と
な
っ
て
い
る
。「
組
織
内
公
募
」
が
「
空
席
ポ
ス
ト
」
に
応
募
す
る
制
度
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
Ｆ
Ａ
制
度
」
は
、「
空
席
の
あ
る

な
し
に
か
か
わ
ら
ず
」
行
き
た
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
応
募
す
る
制
度（
稲
継
裕
昭
・
前
掲
﹃
プ
ロ
公
務
員
を
育
て
る
人
事
戦
略―

職
員

採
用
・
人
事
異
動
・
職
員
研
修
・
人
事
評
価
﹄
四
八―

四
九
頁

）で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
組
織
内
公
募
」
よ
り
も
「
個
人
選
択
型
異
動
」
の
要
素
は
大
き
く
、
よ
り
改
革
の
度
合
い
が
強
い
た
め
、
実
施
に
い
た
る
ハ
ー
ド
ル
も
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高
い
と
い
う
こ
と
や
、
一
部
の
自
治
体
で
検
討
や
実
施
が
始
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
そ
の
概
念
の
普
及
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
理

由
の
た
め
、「
組
織
内
公
募
」
よ
り
も
「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
の
割
合
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
数
少
な
い
先
進
事
例
と
し

て
は
、
藤
沢
市
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
た
「
庁
内
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
制
度
」
が
あ
る
。
な
お
、
自
治
体
区
分
別
の
特
徴
も
あ
り
、
自

治
体
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
実
施
し
て
い
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
専
門
職
制
度
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
五
二
・
七
％
と
約
半
数
で
、「
実
施
し
て
い
る
」
は
二
二
・
八
％

で
あ
る
が
、「
検
討
し
て
い
る
」
も
二
二
・
二
％
と
「
実
施
し
て
い
る
」
と
同
じ
ほ
ど
あ
る
。
ま
た
、「
検
討
し
て
い
る
」
が
「
実
施
し
て

い
る
」
と
同
程
度
に
相
当
割
合
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、「
専
門
職
制
度
」
の
実
施
に
対
し
て
課
題
意
識
を
持
ち
、
検
討
は
し
て
い
る
も
の

の
、実
施
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
と
い
う
自
治
体
が
相
当
割
合
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
専
門
職
制
度
」
は
、

キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ト
ー
の
解
消
（
（
（

、
人
材
の
有
効
活
用
、
キ
ャ
リ
ア
の
明
確
化
な
ど
様
々
な
効
果
が
あ
る
こ
と（
原
口
恭
彦
「
専
門
職
制
度
」
奥
林
康
司

・
上
林
憲
雄
・
平
野
光
俊
編
﹃
入
門
人

的
資
源
管
理
（
第
二
版
）﹄（
二
〇
一
〇
、

中
央
経
済
社
）
一
四
二―

一
四
三
頁

）か
ら
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
五
二
・
七
％
と
約
半
数
に
な
っ
て
い
る
実
態
は
問
題
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
検
討
し
て
い
る
自
治
体
の
中
か
ら
今
後
実
施
へ
と
い
た
る
事
例
も
相
当
数
出
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、
今
後
実
施
す
る
自
治
体
の
割
合
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
本
格
的
に
「
専
門
職
制
度
」
を
導
入
し
た
事
例
と
し
て
は
、
横

浜
市
の
「
専
任
職
制
度
」
が
あ
る
。

　
「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
し
て
い
る
」
が
七
一
・
六
％
と
多
数
と
な
っ
て
い
る
。「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」

が
四
・
一
％
、「
検
討
し
て
い
る
」
が
一
〇
・
七
％
で
あ
る
。「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
あ
る
い
は
「
検
討
し
て
い
る
」
の
数
字
自

体
は
小
さ
い
が
、
人
的
資
源
管
理
の
中
で
も
人
事
評
価
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、「
能
力
・
実
績
に
基
づ
く
人
事
管
理
の
徹
底
」
お
よ

び
「
人
事
評
価
の
活
用
を
通
じ
た
組
織
全
体
の
士
気
高
揚
、
公
務
能
率
の
向
上
」
な
ど
の
効
果
が
あ
る
こ
と（
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
人
事
評
価
の

活
用
等
に
関
す
る
研
究
会
﹃
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
人
事
評
価
の
活
用
等
に
関

す
る
研
究
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
九
）
二
頁

）、
ま
た
地
方
公
務
員
法
で
「
勤
務
評
定
」
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
（（
（

、「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」
は
そ

の
人
事
評
価
の
最
も
基
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
約
三
割
が
「
実
施
し
て
い
る
」
状
態
に
な
い
と
い
う
こ
と
は
問
題
が
あ
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三

五
四

る
と
考
え
る
。
な
お
、
自
治
体
区
分
別
の
特
徴
も
あ
り
、
自
治
体
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
実
施
し
て
い
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
部
下
に
よ
る
人
事
評
価
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
五
九
・
四
％
と
多
数
と
な
っ
て
い
る
。「
実
施
し
て
い
る
」

が
七
一
・
六
％
と
多
数
で
あ
る
「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」
と
は
反
対
の
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
項
目
の
結
果
で
特
徴
的
な
の
は
、「
実

施
し
て
い
る
」
が
八
・
二
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
検
討
し
て
い
る
」
が
二
七
・
一
％
で
あ
り
、「
検
討
し
て
い
る
」
が
「
実
施
し
て
い

る
」
よ
り
も
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
部
下
に
よ
る
人
事
評
価
」
の
実
施
に
対
し
て
課
題
意
識
を
持
ち
、

検
討
は
し
て
い
る
も
の
の
、
実
施
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
と
い
う
自
治
体
が
相
当
割
合
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
検
討
し
て
い
る
自
治
体
の
中
か
ら
今
後
実
施
へ
と
い
た
る
事
例
も
相
当
数
出
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
実

施
す
る
自
治
体
の
割
合
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
人
事
評
価
の
最
も
基
本
で
あ
る
「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」
に
比
べ

て
「
部
下
に
よ
る
人
事
評
価
」
は
さ
ら
に
次
の
段
階
の
改
革
で
あ
る
た
め
、「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」
に
比
べ
て
「
実
施
も
検
討
も
し

て
い
な
い
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
部
下
に
よ
る
人
事
評
価
」
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
複
数
の
異
な
る
視
点
か
ら
評
価
を
受
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
被
評
価
者
に
対
し
て

被
評
価
者
が
そ
れ
ま
で
得
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
気
付
き
を
与
え
、
そ
れ
を
通
じ
て
被
評
価
者
は
自
己
の
強
み
と
弱
み
を
正
し
く
認
識

で
き
、
育
成
ニ
ー
ズ
が
把
握
可
能
に
な
る
と
い
う
点（
福
井
直
人
・
前
掲
「
多
面
評
価
（
三
六
〇
度
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）」
奥
林
康
司
・
上

林
憲
雄
・
平
野
光
俊
編
・
前
掲
﹃
入
門 

人
的
資
源
管
理
（
第
二
版
）﹄
一
二
四
頁

）、
上
司
や
部
下
な
ど
の

双
方
が
相
互
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
・
公
正
な
評
価
と
な
り
、
か
つ
評
価
結
果
に
対
す
る
被
評
価
者
の
納
得
性
も
高
く
な
る
と
い

う
点
、
人
事
当
局
に
と
っ
て
管
理
者
の
人
材
育
成
力
を
含
む
管
理
能
力
が
適
正
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
客
観
的
に
み
る
判
断
材

料
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
い
う
点
、
あ
る
い
は
管
理
職
層
の
職
員
も
管
理
職
と
し
て
の
自
己
認
識
が
深
ま
り
そ
の
資
質
向
上
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
点（
地
方
行
政
運
営
研
究
会
公
務
能
率
研
究
部
会
﹃
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
あ
り

方
に
関
す
る
調
査
研
究―

新
た
な
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
て
﹄（
二
〇
〇
四
）
二
八―

二
九
頁
）が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
実
施
も
検
討

も
し
て
い
な
い
」
が
五
九
・
四
％
と
多
数
と
な
っ
て
い
る
実
態
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
進
事
例
と
し
て
は
、
人
事
評
価
制
度

改
革
で
有
名
な
岸
和
田
市
の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ポ
ー
ト
」
の
取
組
み
が
あ
る
。
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「
外
部
団
体
と
の
人
事
交
流
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
し
て
い
る
」
が
四
五
・
六
％
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
三
九
・
六
％

と
概
ね
同
じ
と
な
っ
て
い
る
。「
外
部
団
体
と
の
人
事
交
流
」
に
よ
り
民
間
企
業
な
ど
外
部
団
体
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
に
と
っ
て
は
、
他

の
外
部
組
織
で
の
勤
務
・
研
修
に
よ
り
、
組
織
内
部
で
は
得
ら
れ
な
い
様
々
な
経
験
・
勉
強
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
ま
た
「
外
部
団
体
と
の
人
事
交
流
」
に
よ
り
民
間
企
業
な
ど
外
部
団
体
か
ら
職
員
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
へ
の
良
い

刺
激
・
勉
強
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る（
稲
継
裕
昭
・
前
掲
﹃
人

事
・
給
与
と
地
方
自
治
﹄）。
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
閉
鎖
型
任
用
制
に
よ
り
任

用
に
つ
い
て
は
内
部
職
員
か
ら
に
限
定
さ
れ
、
例
外
的
に
外
部
か
ら
の
任
用
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
派
遣
や
研
修
を
含
め
た

外
部
と
の
人
事
交
流
に
お
い
て
も
約
半
数
近
く
が
実
施
し
て
い
な
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
任
用
シ
ス
テ
ム
の
変
革
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
と
も
、
派
遣
や
研
修
を
含
め
た
外
部
と
の
人
事
交
流
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
比
べ
て
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
は
な
く
実
施
は
十
分
に
可
能

で
あ
る
た
め
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
外
部
と
の
人
事
交
流
に
お
い
て
約
半
数
近
く
が
実
施
し
て
い
な
い
と
い
う
実
態
に
つ
い
て
は
問

題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
自
治
体
区
分
別
の
特
徴
も
あ
り
、
自
治
体
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
実
施
し
て
い
る
割
合
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

　
「
天
下
り
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
七
六
・
五
％
と
多
数
で
あ
り
、「
実
施
し
て
い
る
」
は
一
五

・
四
％
と
少
数
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
地
方
分
権
・
地
域
主
権
改
革
が
様
々
な
方
面
で
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
明
治

時
代
以
来
の
中
央
集
権
・
統
制
の
象
徴
の
一
つ
で
あ
る
中
央
官
僚
の
幹
部
ポ
ス
ト
へ
の
出
向
は
依
然
と
し
て
保
た
れ
て
い
る
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
「
特
別
職
ポ
ス
ト
へ
の
置
換
え
」
に
つ
い
て
は
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
が
九
七
・
六
％
と
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
一
般
職
、
特
別
職
に
つ
い
て
は
地
方
自
治
法
で
大
枠
が
あ
り
、
法
律
上
の
拘
束
・
制
限
が
あ
る
こ
と
、
政
治
任
用
の
問
題
な
ど

政
治
と
行
政
の
問
題
も
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
、
あ
る
い
は
特
別
職
ポ
ス
ト
が
副
首
長
ポ
ス
ト
な
ど
の
場
合
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
わ
る
高
度
な
問
題
と
な
る
た
め
、「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
の
割
合
が
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
有
名
な
取
組
み
事
例
と
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し
て
は
、
上
越
市
の
「
副
市
長
制
改
革
」
が
あ
る
。
宮
越
馨
市
政
下
の
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
、
職
業
公
務
員
で
あ
る
一
般

職
の
部
長
ポ
ス
ト
を
政
治
任
用
職
で
あ
る
特
別
職
の
副
市
長
に
置
き
換
え
る
改
革
を
中
心
と
す
る
改
革
で
あ
っ
た（
出
井
信
夫
・
小
野
英
一
「
上
越

市
に
お
け
る
行
財
政
運
営
シ
ス

テ
ム
改
革
の
検
証
・
評
価
と
今
後
の
課
題
」﹃
東
北
公
益
文
科
大
学
（
（（
（

総
合
研
究
論
集
﹄
第

号
（
東
北
公
益
文
科
大
学
）
一
三―

三
四
頁
）。

（
₁
） 　
「
Ｎ
Ｐ
Ｍ
」
に
つ
い
て
は
論
者
に
よ
り
様
々
な
概
念
化
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
諸
原
理
と
し
て
「
市
場
原
理
の
導
入
」、「
成
果
志
向
」、

「
顧
客
志
向
」、「
権
限
委
譲
」
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
（
和
田
明
子
﹃
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
公
的
部
門
改
革―

N
ew

 Public 

M
anagem

ent
の
検
証
﹄（
二
〇
〇
七
、
第
一
法
規
）
二
頁
）。

（
₂
） 　
「
内
部
補
充
原
則
」
と
は
、
本
調
査
で
は
「
ポ
ス
ト
の
空
き
を
内
部
職
員
に
よ
っ
て
補
充
す
る
原
則
」
の
こ
と
を
い
う
。

（
₃
） 　
「
Ｆ
Ａ
制
度
」（
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
制
度
）
は
、
プ
ロ
野
球
の
Ｆ
Ａ
（
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
に
似
た
考
え
方
で
、
職
員
が
自
身
の

過
去
の
経
歴
や
能
力
、
希
望
職
種
・
職
務
を
登
録
し
売
り
込
む
も
の
で
あ
る
。
他
の
内
部
公
募
制
が
「
空
席
ポ
ス
ト
」
に
応
募
す
る
制
度
で

あ
る
の
に
対
し
て
、「
Ｆ
Ａ
制
度
」
は
、「
空
席
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
」
行
き
た
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
応
募
す
る
制
度
で
あ
る
（
稲
継
裕

昭
﹃
プ
ロ
公
務
員
を
育
て
る
人
事
戦
略―

職
員
採
用
・
人
事
異
動
・
職
員
研
修
・
人
事
評
価
﹄（
二
〇
〇
八
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）
四
八―

四

九
頁
）。

（
₄
） 　

閉
鎖
型
任
用
制
と
は
以
下
の
よ
う
な
公
務
員
の
人
事
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
（
西
尾
勝
﹃
行
政
学
（
新
版
）﹄（
二
〇
〇
一
、
有
斐
閣
）
一
三
八

―

一
三
九
頁
）。
終
身
雇
用
制
と
年
功
序
列
を
基
本
と
し
、
職
員
の
新
規
採
用
は
ほ
ぼ
学
校
を
卒
業
し
た
時
点
で
行
う
入
口
採
用
に
限
定
さ

れ
、
中
途
採
用
は
例
外
で
あ
る
。
個
々
の
職
位
へ
の
任
用
は
入
口
で
一
括
採
用
し
た
終
身
職
の
職
員
に
対
す
る
人
事
異
動
に
よ
り
行
わ
れ
、

任
用
の
一
つ
で
あ
る
昇
任
に
つ
い
て
も
、
概
ね
の
と
こ
ろ
は
、
入
口
採
用
時
の
学
歴
・
職
種
と
、
採
用
後
の
経
験
年
数
（
年
功
）
お
よ
び
勤

務
成
績
の
評
定
と
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。組
織
の
壁
を
越
え
た
労
働
力
移
動
、特
に
官
民
間
の
移
動
は
あ
ま
り
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

（
₅
） 　

開
放
型
任
用
制
と
は
以
下
の
よ
う
な
公
務
員
の
人
事
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
（
西
尾
・
前
掲
注
（
₄
）
書
一
三
八―

一
三
九
頁
）。
終
身
雇
用

制
は
前
提
と
さ
れ
ず
、
職
員
の
任
用
は
個
々
の
職
位
に
欠
員
が
生
じ
る
た
び
に
行
わ
れ
、
新
規
採
用
も
入
口
採
用
に
限
定
さ
れ
ず
、
転
職
に

よ
る
中
途
採
用
も
稀
で
は
な
い
。
官
民
間
、
政
府
間
、
各
省
間
に
類
似
の
業
務
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
業
務
相
互
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間
の
労
働
力
移
動
が
容
易
で
あ
る
。

（
₆
） 　

地
方
公
務
員
法
第
一
七
条
第
三
項
に
お
い
て
「
人
事
委
員
会
を
置
く
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
職
員
の
採
用
及
び
昇
任
は
、
競
争
試

験
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
に
つ
い
て
人
事
委
員
会
の
承
認
が
あ
つ
た
場
合
は
、
選
考
に
よ
る
こ
と
を
妨
げ

な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
事
委
員
会
を
置
く
自
治
体
で
は
、
昇
任
に
つ
い
て
は
競
争
試
験
に
よ
る
こ
と
が
原
則
で
あ

り
、
例
外
的
に
選
考
に
よ
る
採
用
を
認
め
る
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
人
事
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
お
よ
び

政
令
指
定
都
市
は
地
方
公
務
員
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
必
ず
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
制
度
上
、
都
道
府
県
お
よ

び
政
令
指
定
都
市
は
、
昇
任
に
つ
い
て
は
競
争
試
験
に
よ
る
こ
と
が
原
則
な
の
で
あ
る
。

（
₇
） 　

地
方
公
務
員
法
第
二
八
条
で
は
「
職
員
が
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
に
反
し
て
、
こ
れ
を
降
任
し
、
又

は
免
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一　

勤
務
実
績
が
良
く
な
い
場
合　

二　

心
身
の
故
障
の
た
め
、
職
務
の
遂
行
に
支
障
が
あ
り
、
又
は
こ
れ

に
堪
え
な
い
場
合　

三　

前
二
号
に
規
定
す
る
場
合
の
外
、
そ
の
職
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
場
合　

四　

職
制
若
し
く
は
定
数
の
改
廃
又

は
予
算
の
減
少
に
よ
り
廃
職
又
は
過
員
を
生
じ
た
場
合
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
₈
） 　
「
個
人
選
択
型
異
動
」
は
「
個
人
主
導
型
異
動
」
で
は
な
い
。「
個
人
主
導
型
異
動
」
は
個
人
の
意
向
が
一
〇
〇
％
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
、
組
織
内
労
働
市
場
で
は
存
在
し
え
な
い
（
八
代
充
史
﹃
人
的
資
源
管
理
論―

理
論
と
制
度
﹄（
二
〇
〇
九
、
中
央
経
済
社
）

九
四―

九
五
頁
）。

（
₉
） 　

現
在
以
上
の
職
位
に
昇
進
す
る
可
能
性
が
将
来
的
に
非
常
に
低
下
す
る
現
象
が
「
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ト
ー
」
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
リ
ア
・

プ
ラ
ト
ー
の
状
態
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
と
能
力
開
発
機
会
の
喪
失
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

（
₁₀
） 　

地
方
公
務
員
法
第
四
〇
条
で
は
「
任
命
権
者
は
、
職
員
の
執
務
に
つ
い
て
定
期
的
に
勤
務
成
績
の
評
定
を
行
い
、
そ
の
評
定
の
結
果
に
応

じ
た
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
₁₁
） 　

上
越
市
で
は
、
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
、
宮
越
馨
元
市
長
の
下
で
行
財
政
全
般
に
わ
た
る
行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
た

が
、
そ
の
行
財
政
改
革
の
中
で
も
特
に
独
自
性
と
先
進
性
の
あ
る
大
き
な
改
革
と
な
っ
た
の
が
こ
の
「
副
市
長
制
改
革
」
で
あ
っ
た
。（

つ
づ
く
）


